
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなのアーツ（作品紹介） 
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【題字アート】三森 英範さん（ピアーズ利用者） 

 

題字・作品を募集中 
 

 本紙に掲載する題字や作品（イラスト、

挿絵等）を募集しています。 
詳しくは事務局まで。 

次回の作品応募締切日は 

6 月３０日（金）です。 

みんなのらいふ掲載ページはこちら⇒ 

【作  者】S・O さん  

【作 品 名】『アーキタイプ・水』 

【作品説明】水は母体をイメージしている。 

私は母体から無理やり離された。 

だからいつも私は喉が渇いている 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（取材日：令和５年２月２２日） 

 

三森
みつもり

 英
ひで

範
のり

さん（４７歳） オリジナリティあふれる絵を描き続ける 

絵は幼稚園のときから遊びで描いてい

たので、きっかけは特にありません。た

だ、人生の節々で絵を描いてきました。

ピアーズに絵を持って行ったらみんな

が喜んでくれました。それが嬉しくて、

今のようにしっかりと描くようになり

ました。 

 

頭の中で生まれるイメージを絵にし

ています。「上手く描こう」「描いて

やろう」と思うとうまくいきません。

素直な気持ちで描くと、描くうちに

アイデアは湧くし、思いや感情や気

分をストレートに描くとその人らし

い絵が描けると思っています。 

 

カットしたクレヨンにドライヤーの

熱をあててみたり、カッターで絵を

削ってみたり・・・いろんな技法を試

していますが、どれも自分で思いつ

いて取り入れています。上達のコツ

は、コツコツ描くこと！！ 

 

 

オリジナリティです。形にとらわれ

ないようにしています。マスキング

テープで囲んでから描くことと、紙

の中に題名を描くことは自分のス

タイルです。 

 

 

 

見る人が楽しくなる・喜んでくれる

作品を描き続けたいです。立体造形

のアート作品にも興味があります

し、文章表現もしたいです。また「み

んなのフェスタ」へ出展をしたいと

思っているので、修行を続けます！ 

 

 

みんなのらいふ３０号で「自由に命

を表現してみてください」と伝えま

したが、表現は自由ですし、そこに

いるだけで自己表現です。当事者だ

けでなく、サポートする方やどの人

も、みんな日々を頑張っています。

夢中になっていることを楽しんで続

けてください。 

「生きてりゃいいさ」(^^) 

絵を描き始めたきっかけは何ですか？ 

どのような絵を描いていますか？ 

絵はどこかで学んだのですか？ 

作品へのこだわりを 

教えてください！ 

 

今後挑戦したいことは 

ありますか？ 

読者の方へメッセージを！！ 

＜プロフィール＞ 

千葉県出身。20歳のときに

統合失調症となり、25歳の

ときに両親の故郷の前橋市

へ。ピアサポーターとして

群馬県内で活動したことも

あり、現在は絵画の作品に

力を入れています。 

 



 

  

  

 

 

 

 
 前橋市自立支援協議会では、年間を通じて各種会議を開催し、障害福祉における地域課題の解決に向け
て活動しています。今回は、令和４年４月から令和５年３月までの活動について、部会活動などを中心に
報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和４年度 前橋市自立支援協議会」の活動報告 

地域生活支援拠点整備部会 
緊急時の受入れ・対応の実例を基に「安心ネッ

トまえばし」における相談機能、緊急時の受入れ・

対応の機能についての検証・検討及び次年度の課

題についての協議を行いました。 

 相談機能については、ワーキンググループにて

現行の利用者カードの修正を行うとともに、コー

ディネーターとして受入れ後７２時間以内の支援

会議を確実に実施していく必要があることを再確

認しました。 

 緊急時の受入れ・対応の機能については、短期

入所事業所等が事前登録者を積極的に受け入れら

れる仕組みや速やかに受入れ確認ができるように

するための体制について検討を行いました。また、

緊急時であってもご本人ができるだけ快適に過ご

せるよう、共通の持ち物チェックリストを作成し、

事前登録者に案内していくことになりました。 

手話施策検討部会 
今年度より新施策として「手話出前講座」、「中学・
高校向け手話教室」、「消防職員向け手話教室」につ
いて、令和５年度実施に向けて、『手話教室ワーキン
ググループ』を立ち上げました。 
結果は以下のとおりです。 
・手話出前講座…令和５年度より事業開始。 
・中学・高校向け手話教室…令和５年度から、小学校

に加え中学校でも実施予定。高校は状況に応じて個
別対応とする。 

・消防職員向け手話教室…「前橋市職員手話研修会」
に事業名を改め、「救急隊員」を対象として令和５
年秋頃に実施予定。 

また、避難所における手話通訳者派遣のあり方等につ
いて検討するため、『防災ワーキンググループ』を立
ち上げ、避難所のシミュレーションを行いました。 
 
 

地域移行・地域定着部会 
 精神障害をお持ちの方が地域の中で安心して暮らすた

めには、地域の理解と受け入れ態勢が重要です。特にグル

ープホームは障害者の地域生活の受け入れに重要な役目

を担っています。地域移行・地域定着部会では、障害者が

入所しているグループホームの管理者及び支援員にアン

ケートを実施し、グループホームの現状把握に努めまし

た。今後は、グループホームのより良い支援に向けた取り

組みを行っていく予定です。また、令和４年度実施予定で

あった民生委員児童委員に向けたピアサポーターの方の

体験談を語ってもらう機会は、コロナ禍で実施が出来な

かったため、令和５年度に実施する予定です。 

 

こども部会 
 医療的ケア児等の協議の場をこども部会に設置

するため、「前橋市医療的ケア児等支援連携推進

会議（協議の場）設置要綱」及び「令和５年度前

橋市医療的ケア児等支援連携推進会議実施方針」

を作成しました。令和５年４月１日施行予定です。 

また、医療的ケア児等に関する実態調査の結果を

ふまえ、医療的ケアが必要な子どもを持つ家族や

関係者に向けた情報ガイド（チラシ）も作成しま

した。こちらも令和５年４月１日配布予定です。 

来年度は療育ネットワーク推進会議と医療的ケア

児等支援連携推進会議を開催予定です。 
 

広報啓発部会 
 広報紙「みんなのらいふ」の定期発行を行い、障害の

ある方の活動や本協議会の取り組み状況などの情報に

ついて、皆様にお届けしました。 

 障害者週間に合わせて行っているイベント「みんな

のフェスタ」については、新型コロナウイルス感染症の

影響で中止が続いておりましたが、今年度は無事開催

することができました。ステージ発表や作品展などで

日頃の活動の成果を発表していただき、楽しいイベン

トとなりました。 

就労支援部会 
市内企業に対して、障害者雇用に関する動画

「【必見】その困りごと、障がい者雇用で解決で

きます！」の配布及び第９回企業と福祉の情報交

換会「今さら聞けない！障がい者雇用２０２３」

を１月１９日に開催しました。 

 情報交換会は座談会形式でオンラインにて開催

し、市内企業４社５名の方に参加いただきました。

障害者雇用に取り組む企業の体験談や事例紹介、

相談先関係機関の支援内容や業務の切り出し方

法、働く障害者への声掛け等について、活発な情

報交換を行いました。 

参加企業は少数でしたが、障害者雇用に関して理

解を深めることができた情報交換会となりまし

た。 

 
  
 



昨年度の広報啓発部会では、「みんなのらいふ」の定期発行、そして「みんなのフェスタ」を無事開

催することができました。新型コロナウイルスの流行により、会場の変更やイベント内容の変更を余

儀なくされましたが、たくさんの方に足をお運びいただきました。また、「みんなのらいふ」の感想を

お寄せいただくこともありました。皆さまからの声が励みとなります。ありがとうございました。よ

り活動の充実を図ってまいりたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。（事務局） 

 

 

 

 

 前橋市自立支援協議会では、「障害のある人が地域で普通に暮らせるまちづくり」を目指して、障害当事

者団体や相談支援事業所、医療・保健関係者などが協議を行っています。         ≪組織図案≫ 

全体会（年１～２回開催） 

委託相談支援事業所やサービス事業所、医療・教育・就労などの関係機関が集まり、地域課題の共有や対策の協議を行います。 

                           

運営調整会議（毎月１回開催） 

自立支援協議会会長、委託相談支援事業所、障害福祉課、保健予防課で協議会全体の運営状況を確認し、方向性を検討します。 

                           

 

                           

特定課題会議【専門部会】（毎月または随時開催） 

自立支援協議会の委員や障害福祉課、保健予防課により、前橋市における分野別の課題について整理し、解決策を検討します。 

 

地 域 生 活 支 援 拠 点 部 会 就 労 支 援 部 会  こ ど も 部 会 

 

手 話 施 策 検 討 部 会 広 報 ・ 啓 発 部 会  地域移行・地域定着部会 

                           

ワーキンググループ（随時開催） 

部会で整理した課題について、具体的な解決策を専門的に検討します。 

 

 

               令和４年度に開所した障害福祉サービス事業所（日中活動）を紹介します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

定例会議（奇数月開催） 

委託相談支援事業所や関係機関が集まり、相談事例の検討を行い、前橋市としての課題を分析します。 

 

「令和５年度 前橋市自立支援協議会」について 

療育ネットワーク推進会議 
医療的ケア児等支援連携推進会議 

 精神障害者にも対応した地域包括ケア 
システム構築推進のための協議の場 

 
 

 

サービス種類 事業所名【申請者】 所在地 電話番号

生活介護
風の時代

【クローバーＺカンパニー合同会社】

〒379-2107

前橋市荒口町539番地2
027-212-4340

生活介護
生活介護事業所ひだまり

【株式会社Kurasapo】

〒371-0841

前橋市石倉町5-22-4
027-289-9590

就労継続支援（A型）
就労継続支援多機能型事業所ルミエール

【一般社団法人GPA】

〒371-0805

前橋市南町2丁目47-1 SOLANAⅡ　Ⅰ号室
027-212-4200

就労継続支援（A型）
イナバファーム前橋

【株式会社INABAFARM】

〒371-0855

前橋市問屋町二丁目13-1　エムエスビルディング

202号室

080-5572-5324

就労継続支援（B型）
風の時代

【クローバーＺカンパニー合同会社】

〒379-2107

前橋市荒口町539番地2
027-212-4340

就労継続支援（B型）
ウーリー前橋

【WOOOLY株式会社】

〒371-0805

前橋市南町三丁目38番3号　前橋ユーアイビル2階
027-215-0141

就労継続支援（B型）
就労継続支援多機能型事業所ルミエール

【一般社団法人GPA】

〒371-0805

前橋市南町2丁目47-1 SOLANAⅡ　Ⅰ号室
027-212-4200

就労継続支援（B型）
就労継続支援Ｂ型事業所　えがお

【合同会社シェトア】

〒371-0022

前橋市千代田町二丁目７番１４号
027-257-0014

就労継続支援（B型）
就労継続支援Ｂ型事業所　進―SHIN―

【有限会社　大進工業社】

〒379-2154

前橋市天川大島町１３６８番地８
027-261-6316


